
新
潟
広
域
都
市
圏
の
広
域
交
通
と

　

機
能
別
消
防
団
員

高
橋　

哲
也（

翔
政
会
）

　
　

本
市
で
は
、
買
い
物
や
医
療
な
ど

の
生
活
圏
域
が
、
他
の
区
や
自
治
体
に

及
ぶ
地
域
が
あ
る
。
南
区
の
例
を
挙
げ

れ
ば
、
秋
葉
区
、
加
茂
市
、
三
条
市
な

ど
へ
の
移
動
が
多
い
。
生
活
圏
域
に
合

わ
せ
た
交
通
施
策
が
求
め
ら
れ
る
が
、

今
後
の
広
域
交
通
の
方
向
性
を
伺
う
。

　
　

地
域
間
を
つ
な
ぐ
バ
ス
路
線
の
維

持
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
推
進
な

ど
の
事
業
を
周
辺
11
市
町
村
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
引
き
続
き
広

域
的
な
視
点
で
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
　

機
能
別
団
員
は
、
学
生
か
ら
入
団

し
て
も
ら
い
、
災
害
時
の
支
援
活
動
や

火
災
予
防
の
広
報
活
動
な
ど
、
特
定
の

消
防
団
活
動
を
行
う
制
度
で
あ
る
。
将

来
の
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
は
効
果
的
で
あ
る
が
、
本
市
の

現
状
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

学
業
に
専
念
し
つ
つ
活
動
で
き
る

機
能
別
団
員
と
し
て
２
２
６
名
の
学
生

が
在
籍
し
て
い
る
。
基
本
団
員
の
確
保

と
機
能
別
団
員
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

衆
議
院
小
選
挙
区
の
区
割
り
と

　

新
潟
駅
南
口
広
場
の
再
改
修

小
泉　

仲
之

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

　
　

国
勢
調
査
結
果
で
衆
議
院
定
数
の

10
増
10
減
案
が
ほ
ぼ
確
定
し
、
ま
す
ま

す
地
方
の
声
が
国
政
に
届
き
に
く
く
な

る
。
国
は
県
内
小
選
挙
区
を
６
か
ら
５

と
す
る
区
割
り
案
を
６
月
に
勧
告
す
る

が
、
合
併
後
に
本
市
が
４
つ
の
小
選
挙

区
を
抱
え
る
現
状
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

国
に
本
市
の
考
え
を
伝
え
る
べ
き
で
は
。

　
　

県
を
通
じ
た
照
会
に
対
し
、
本
市

思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方

の
声
を
聴
き
な
が
ら
、
よ
り
市
民
か
ら

親
し
ま
れ
る
魅
力
あ
る
図
書
館
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

角
田
山
や
多
宝
山
の
自
然
保
護
に

関
し
て
活
動
す
る
各
団
体
が
自
然
を
思

い
、
山
を
整
備
す
る
こ
と
は
素
晴
ら
し

い
が
、
整
備
方
針
な
ど
を
擦
り
合
わ
せ

な
が
ら
活
動
す
る
方
が
効
果
的
と
考
え

る
。
本
市
の
取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

　
　

今
後
も
国
、
県
、
地
域
と
一
体
と

な
り
、
豊
か
で
魅
力
あ
る
自
然
を
保
護

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る
。

障
が
い
児
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
と



女
性
の
自
殺
者
の
増
加
と
対
策

石
附　

幸
子

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

　
　

１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、

子
ど
も
の
特
性
に
合
わ
せ
た
個
別
最
適

な
学
び
の
保
障
の
契
機
と
な
り
う
る
。

医
療
や
福
祉
、
教
育
の
専
門
家
と
連
携

し
支
援
を
し
て
き
た
障
が
い
者
Ｉ
Ｔ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
新
設
さ
れ
る
特
別

支
援
教
育
課
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

個
別
最
適
な
学
び
の
充
実
は
特
別

支
援
教
育
課
の
大
き
な
柱
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

の
確
か
な
学
び
に
つ
な
げ
て
い
く
。

（
教
育
長
）

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
女
性
の
自
殺
者
数
は

増
加
し
て
お
り
、
特
に
働
く
女
性
や
同

居
人
が
い
る
女
性
の
割
合
が
増
加
し
て

い
る
。
女
性
の
自
殺
問
題
と
非
正
規
雇

用
や
Ｄ
Ｖ
の
増
加
な
ど
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

問
題
は
関
わ
り
が
深
く
、
踏
み
込
ん
だ

対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た
課
題
を
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
で
整
理
、
分
析
し

関
係
部
署
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
。

　
　

に
い
が
た
２
ｋ
ｍ
を
経
済
と
産
業

の
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
す
る
他
、
戦
略
的

な
企
業
誘
致
な
ど
に
よ
り
、
魅
力
と
活

力
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
。

　
　

堀
と
柳
は
新
潟
の
ル
ー
ツ
で
あ
る

と
考
え
る
。
新
潟
生
ま
れ
の
子
ど
も
や

若
者
が
誇
れ
る
、
市
民
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
醸
成
の
た
め
、
堀
割
の
再

生
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

早川堀（中央区）と柳

　
　

堀
割
は
、
み
な
と
ま
ち
新
潟
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
の
再
生
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
風
情

あ
る
街
並
み
の
整
備
を
推
進
し
な
が
ら
、

地
域
の
意
向
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

水
田
活
用
の
直
接
支
払
い
交
付
金
見
直
し
と

　

水
道
水
の
安
定
供
給

風
間　

ル
ミ
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

　
　

農
林
水
産
省
が
打
ち
出
し
た
水
田

活
用
の
直
接
支
払
い
交
付
金
の
見
直
し

案
は
、
５
年
間
水
張
り
が
行
わ
れ
な
い

農
地
を
交
付
金
の
対
象
外
と
す
る
な
ど
、

転
作
に
協
力
し
て
き
た
農
家
を
裏
切
る

も
の
で
、
農
家
へ
の
影
響
は
大
き
い
。

国
に
対
し
て
撤
回
を
求
め
る
べ
き
。

　
　

こ
れ
ま
で
も
本
市
は
同
交
付
金
の

予
算
確
保
を
要
望
し
て
い
る
。
今
後
も

の
分
割
は
最
小
限
と
し
、
で
き
る
限
り

一
つ
の
区
を
分
割
し
な
い
こ
と
が
望
ま

し
い
旨
を
回
答
し
た
。
地
方
の
声
が
国

政
に
届
き
に
く
く
な
る
懸
念
を
、
機
会

を
捉
え
国
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

　
　

新
潟
駅
南
口
広
場
の
ロ
ー
タ
リ
ー

は
、
タ
ク
シ
ー
と
自
家
用
車
の
通
行
路

が
一
体
で
常
に
混
雑
し
、
除
雪
ス
ペ
ー

ス
も
な
い
。
国
土
交
通
省
か
ら
も
欠
陥

が
指
摘
さ
れ
、
新
潟
の
顔
と
い
え
る
状

況
に
な
い
が
、
再
改
修
の
計
画
は
。

新潟駅南口広場

　
　

国
が
中
心
と
な
る（
仮
称
）バ
ス

タ
新
潟
の
周
辺
道
路
計
画
の
策
定
作
業

で
、
検
討
を
進
め
る
予
定
と
し
て
い
る
。

図
書
館
の
魅
力
向
上
に
向
け
た
思
い
と

　

角
田
山
・
多
宝
山
の
自
然
保
護
の
活
動

小
林　

弘
樹（

翔
政
会
）

　
　

図
書
館
は
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て

も
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
る
。
財
産

経
営
推
進
計
画
に
お
い
て
図
書
館
を
縮

小
し
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
特
設
の
図
書
館
を
つ
く
る
な
ど

大
胆
に
次
の
在
り
方
を
示
す
こ
と
も
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
図
書
館
の
魅

力
向
上
に
向
け
た
市
長
の
思
い
を
伺
う
。

　
　

本
市
の
図
書
館
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
は
、
全
国
的
に
も
誇
れ
る
も
の
と

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
減
免
と

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
安
全
運
行

宇
野　

耕
哉

（
民
主
に
い
が
た
）

　
　

公
設
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利

用
料
に
は
何
年
も
前
か
ら
市
民
税
所
得

割
に
応
じ
た
減
免
や
多
子
世
帯
へ
の
減

免
制
度
が
あ
る
が
、
民
設
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
に
は
減
免
制
度
が
な
い
。
平

等
性
が
欠
如
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
、

不
均
衡
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
減
免
の

必
要
性
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
本
市
の
補

助
を
受
け
て
運
営
す
る
全
て
の
民
設
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
公
設
と

同
様
の
所
得
や
多
子
に
よ
る
利
用
料
減

免
制
度
を
導
入
し
、
利
用
者
負
担
の
公

平
性
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

貸
し
切
り
バ
ス
事
業
者
に
は
映
像

を
記
録
・
保
存
す
る
義
務
が
課
さ
れ
て

お
り
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
事
故

対
応
に
お
い
て
必
要
な
機
器
で
あ
る
。

多
く
の
児
童
を
送
迎
す
る
ス
ク
ー
ル
バ

ス
へ
の
設
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

令
和
４
年
度
よ
り
全
て
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
へ
の
設
置
経
費
を
予
算
計
上
し
、

早
期
に
整
備
を
進
め
る
。（
教
育
長
）

若
者
か
ら
選
ば
れ
る
本
市
へ
の
決
意
と

み
な
と
ま
ち
新
潟
の
堀
割
再
生

伊
藤　

健
太
郎

（
翔
政
会
）

　
　

新
し
い
新
潟
駅
の
誕
生
、（
仮
称
）

上
所
駅
の
設
置
検
討
、
に
い
が
た
２
ｋ

ｍ
の
取
り
組
み
に
加
え
て
、
佐
渡
島
の

金
山
の
世
界
遺
産
登
録
へ
の
国
内
推
薦

決
定
な
ど
、
本
市
は
、
１
８
６
９
年
の

開
港
以
来
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
目
前

に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
若
者
か

ら
選
ば
れ
る
都
市
・
新
潟
市
の
実
現
に

向
け
た
、
市
長
の
決
意
を
伺
う
。

農
業
現
場
の
課
題
を
国
に
提
言
し
、
実

態
に
合
っ
た
制
度
を
要
望
し
て
い
く
。

　
　

和
歌
山
市
の
水
管
橋
崩
落
事
故
は
、

点
検
時
の
腐
食
の
見
落
と
し
が
原
因
で

あ
り
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
な
か
っ

た
こ
と
で
断
水
が
長
期
に
わ
た
り
市
民

生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
た
。
本
市
の

導
水
管
・
送
水
管
・
配
水
管
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
機
能
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

河
川
を
横
断
す
る
基
幹
管
路
で
事

故
が
発
生
し
た
場
合
、
他
の
配
水
系
統

か
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
断
水
区
域
の

縮
小
を
図
り
、
不
足
分
は
応
急
給
水
を

行
い
つ
つ
早
期
復
旧
に
努
め
て
い
く
。

「
中
原
丸
」一
期
目
の
市
政
運
営
と

　

西
区
の
課
題
と
今
後

田
村　

要
介（

翔
政
会
）

　
　

い
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
本

市
の
人
口
減
少
問
題
や
産
業
の
縮
小
が

加
速
化
し
つ
つ
あ
る
中
、
「
に
い
が
た

の
元
気
を
取
り
戻
す
」
と
い
う
大
き
な

難
題
に
向
け
て
大
き
く
か
じ
を
取
る
場

面
、
時
機
が
既
に
到
来
し
て
い
る
と
考

え
る
が
、
市
長
の
所
見
は
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
転
換
期
を

絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
官
民
一
体
と
な

り
、
本
市
の
明
る
い
未
来
に
つ
な
が
る

よ
う
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

西
区
２
代
目
の
公
募
区
長
と
な
っ

た
笠
原
区
長
の
任
期
は
本
年
３
月
で
終

わ
り
、
新
た
な
区
長
へ
と
バ
ト
ン
を
譲

る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
５
年
間
、
西
区

の
諸
課
題
に
対
し
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
だ
の
か
、
そ
し
て
今
後
に
ど
の
よ
う

に
つ
な
い
で
い
く
の
か
を
伺
う
。

　
　

区
民
と
区
役
所
の
垣
根
を
な
く
し
、

協
働
で
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
の
課
題
は
、

し
っ
か
り
と
次
期
区
長
に
引
き
継
ぐ
。

にいがた市議会だより 4令和４年（2022年）４月17日
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